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１
． 

は
じ
め
に

企
業
間
競
争
の
激
化
、
成
果
主
義
人
事
の

浸
透
な
ど
の
要
因
を
背
景
に
し
て
、
労
働
者

の
業
務
に
よ
る
心
身
の
負
担
の
増
加
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
負
担
を
増
す

要
因
は
、
長
時
間
労
働
の
み
で
は
な
く
、
仕

事
の
密
度
や
質
、
深
夜
労
働
、
仕
事
へ
の
適

性
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
多
数
あ
る
。
長

時
間
労
働
は
、
健
康
・
安
全
・
生
活
へ
の
強

い
影
響
力
が
予
想
さ
れ
、
時
間
と
い
う
尺
度

に
よ
り
量
的
な
把
握
が
比
較
的
行
な
い
や
す

く
、
該
当
労
働
者
数
が
非
常
に
多
い
（
労
働

力
調
査
に
よ
れ
ば
週
六
〇
時
間
を
超
え
て
働

く
労
働
者
数
は
平
成
一
七
年
で
約
六
〇
〇
万

人
）
こ
と
か
ら
、
国
民
の
関
心
の
高
い
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
労
働
時
間
と

健
康
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
国
の
調
査
報
告
、

そ
の
他
の
研
究
報
告
を
も
と
に
、
現
在
の
知

見
を
概
観
し
、
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障

害
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
。

２
． 

長
時
間
労
働
は
な
ぜ
健
康
に 

 

悪
い
の
か

長
時
間
労
働
が
ど
の
よ
う
に
健
康
に
影
響

を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
モ
デ

ル
を
図
１
に
示
し
た
。
長
時
間
労
働
は
、
労

働
の
負
荷
時
間
を
長
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

睡
眠
・
休
養
時
間
の
不
足
、
家
庭
生
活
・
余

暇
時
間
の
不
足
を
引
き
起
こ
し
て
、
心
身
の

疲
労
回
復
を
阻
害
す
る
。
一
方
、
長
時
間
労

働
の
背
景
に
は
、
高
い
仕
事
の
成
果
要
求
が

存
在
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
存
在
は
精
神

的
負
担
、
仕
事
密
度
の
増
加
を
も
た
ら
す
可

能
性
が
高
い
。
高
い
仕
事
の
成
果
要
求
に
伴

う
精
神
的
負
担
と
し
て
は
、
時
間
的
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
、
質
的
に
高
度
な
課
題
に
伴
う
心
理

的
負
荷
な
ど
が
あ
る
。
量
的
に
過
度
な
成
果

要
求
が
あ
れ
ば
、
労
働
時
間
の
延
長
の
み
な

ら
ず
、
仕
事
密
度
の
増
加
も
生
ず
る
場
合
が

多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
長
時
間
労

働
は
量
・
質
の
両
面
で
労
働
負
荷
を
増
加
さ

せ
、
同
時
に
心
身
の
疲
労
回
復
を
阻
害
す
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
長
時
間
労
働
が
こ

の
よ
う
に
多
面
的
に
作
用
し
た
場
合
に
健
康

に
強
い
影
響
力
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
は
容
易
に
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想
像
で
き
る
。

３
． 
生
活
時
間
の
変
化

長
時
間
労
働
は
、
睡
眠
・
休
養
時
間
、
家

庭
生
活
・
余
暇
時
間
の
不
足
を
も
た
ら
す

と
推
測
さ
れ
る
が
、
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
一
（
平
成

一
三
）
年
社
会
生
活
基
本
調
査
報
告
（
総
務

省
）
を
基
に
し
て
実
態
を
検
討
し
て
み
た
。

男
性
雇
用
者
に
つ
い
て
、
週
労
働
時
間
別
の

一
日
の
生
活
時
間
（
週
全
体
平
均
）
を
図
２

に
示
し
た
。
生
活
時
間
は
週
全
体
平
均
で
あ

ら
わ
し
て
い
る
の
で
、
平
日
と
土
日
の
値
を

平
均
し
た
値
に
な
っ
て
い
る
。
週
労
働
四
〇

〜
四
八
時
間
と
週
労
働
六
〇
時
間
以
上
と
を

比
較
す
る
と
、
仕
事
時
間
が
一
日
あ
た
り
二

時
間
三
〇
分
増
え
て
い
る
か
わ
り
に
、
睡
眠

が
三
〇
分
、
休
養
・
く
つ
ろ
ぎ
が
一
五
分
、

テ
レ
ビ
・
新
聞
が
五
〇
分
、
趣
味
・
娯
楽
が

一
五
分
、
そ
の
他
の
行
動
が
合
計
四
〇
分
、

減
っ
て
い
る
。
睡
眠
時
間
が
慢
性
的
に
三
〇

分
減
少
す
れ
ば
、
健
康
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
で
あ
ろ
う
。
生
活
行
動
の
中
で
時
間
の

減
少
の
最
も
大
き
い
項
目
は
、
テ
レ
ビ
・
新

聞
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
時
間
は
、
広

い
視
野
で
の
情
報
収
集
、
娯
楽
、
家
族
の
団

欒
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
の
睡
眠
・
休
養
な

ど
の
時
間
と
し
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
減
少
は
、
健
康
の
維
持
・
疲
労
回
復
に

も
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

睡
眠
時
間
に
つ
い
て
は
、
長
時
間
労
働
に

よ
り
短
時
間
睡
眠
者
が
ど
れ
く
ら
い
増
加
す

る
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
短
時
間

睡
眠
が
健
康
へ
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

多
く
の
研
究
に
よ
り
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
参

考
文
献
〈
佐
々
木
・
岩
崎
〉
な
ど
を
参
照
）。

図
３
に
は
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
労
働

者
健
康
状
況
調
査
（
厚
生
労
働
省
）
の
結
果

を
示
し
た
。
勤
務
日
の
平
均
睡
眠
時
間
五
時

間
未
満
の
労
働
者
の
割
合
は
、
一
日
の
所
定

外
労
働
〇
時
間
で
は
四
％
、
同
二
〜
二
・
九

時
間
で
は
九
％
、
同
五
時
間
以
上
で
は
一
一

％
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

４
． 

疲
労
、
心
身
の
不
調
、
家
庭 
 

生
活
の
阻
害

長
時
間
労
働
は
、
疲
労
や
心
身
の
不
調
を

招
く
。
図
４
に
は
平
成
一
四
年
労
働
者
健

康
状
況
調
査
の
結
果
を
示
し
た
。「
仕
事
で

身
体
が
と
て
も
疲
れ
る
」
労
働
者
の
割
合
は
、

一
日
の
所
定
外
労
働
〇
時
間
で
は
八
％
、
同

二
〜
二
・
九
時
間
で
は
一
九
％
、
同
五
時
間

以
上
で
は
二
三
％
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

心
身
の
不
調
を
訴
え
る
労
働
者
（
１
）
の
割

合
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
が
得
ら

れ
て
い
る
。
疲
労
・
心
身
の
不
調
は
、
仕
事

能
率
の
低
下
や
事
故
の
背
景
要
因
と
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
重
篤
な
疾
患
発
生
の
背
景
要

因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
米
国
総
合
的
社
会
調
査

（G
eneral S

ocial S
urvey

）
の
デ
ー
タ

を
用
い
た
解
析
（
図
５
）
に
お
い
て
も
、
仕

事
の
ス
ト
レ
ス
、
疲
労
困
憊
、
家
庭
生
活
の

阻
害
が
週
労
働
時
間
と
と
も
に
増
加
す
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
（
２
）。
週
労
働
時
間

五
〇
時
間
ぐ
ら
い
（
所
定
外
労
働
時
間
一
日

二
時
間
に
相
当
）
か
ら
、
健
康
へ
の
影
響
が

明
確
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
点
で
も
、
日
本

の
調
査
結
果
と
類
似
し
て
い
る
。
図
５
の
指

標
三
項
目
の
中
で
週
労
働
時
間
と
関
連
が
最

も
強
い
の
は
、
家
庭
生
活
の
阻
害
で
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
欧
州
労
働
条
件
調
査
で
も
、
長

時
間
労
働
（
週
労
働
四
八
時
間
以
上
）
の
負

の
影
響
の
最
も
大
き
い
項
目
は
、
家
庭
生

活
・
社
会
参
加
の
阻
害
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
家
庭
生
活
は
長
時
間
労
働
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
そ
の
影
響
は
、
長
期
的
に
考
え
る

と
健
康
へ
の
影
響
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
ら
れ
る
。

５
． 

脳
・
心
臓
疾
患
、精
神
障
害
等

長
時
間
労
働
に
よ
る
深
刻
な
健
康
障
害
の

一
つ
は
脳
・
心
臓
疾
患
で
あ
る
。
長
時
間
労

働
等
の
過
重
な
労
働
に
起
因
す
る
脳
・
心
臓

疾
患
は
過
労
死
と
呼
ば
れ
、
そ
の
研
究
の

歴
史
は
三
〇
年
以
上
に
及
ぶ
。
一
九
七
八
年

に
は
日
本
産
業
衛
生
学
会
で
初
め
て
「
過
労

死
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
研
究
報
告
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
労
働
時
間
と
脳
・
心
臓
疾

患
発
症
に
関
す
る
代
表
的
な
調
査
結
果
を
表

* * Grosch JW, et al. (2006) Am J Ind Med 49, 943-952.
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１
に
示
し
た
。
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
長
時

間
労
働
に
よ
る
脳
・
心
臓
疾
患
発
症
の
相
対

リ
ス
ク
は
二
〜
三
倍
で
あ
っ
た
。
ま
た
、脳
・

心
臓
疾
患
発
症
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
長
時

間
労
働
と
は
、
一
日
一
〇
〜
一
一
時
間
以
上

あ
る
い
は
週
六
〇
時
間
以
上
の
労
働
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
実
施
さ
れ
た
長
時

間
労
働
と
脳
・
心
臓
疾
患
発
症
に
関
す
る
三

つ
の
疫
学
研
究
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
た
結
果
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
現
行
の

脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
の
医
学
的

根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
（
平
成

一
八
）
年
度
の
過
労
死
等
（
脳
・
心
臓
疾
患
、

死
亡
と
非
死
亡
の
和
）
の
労
災
請
求
件
数
は

九
三
八
件
、
労
災
認
定
件
数
は
三
五
五
件
で

あ
っ
た
。

長
時
間
労
働
が
精
神
障
害
の
発
症
・
増
悪

や
自
殺
に
ど
の
程
度
関
与
し
て
い
る
か
は
、

大
き
な
社
会
的
関
心
を
集
め
て
い
る
。
図
１

の
モ
デ
ル
で
考
え
て
も
、
睡
眠
・
休
養
時
間

及
び
家
庭
生
活
・
余
暇
時
間
の
不
足
、
精
神

的
負
担
の
増
加
な
ど
、
長
時
間
労
働
と
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
悪
化
と
を
結
び
つ
け
る
要
因
は

複
数
あ
る
。
長
時
間
労
働
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
悪
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

の
は
、
合
理
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

長
時
間
労
働
と
精
神
疾
患
発
症
に
関
す
る
疫

学
調
査
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン
ス
は
ま
だ
十
分
に

得
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
藤
野
ら
は

最
近
の
文
献
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、「
体
系

的
レ
ビ
ュ
ー
の
結
果
、
労
働
時
間
と
精
神
的

負
担
に
関
し
て
検
討
し
た
原
著
論
文
が
一
七 

編
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
論
文
の
レ
ビ
ュ

ー
の
結
果
、
労
働
時
間
と
精
神
的
負
担
と
の

関
連
に
一
致
し
た
結
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
複
数
の
研
究
に
お
い

て
関
連
性
を
認
め
る
報
告
が
な
さ
れ
て
い

た
」
と
報
告
し
て
い
る
。
精
神
障
害
等
（
精

神
障
害
と
自
殺
の
和
）
の
労
災
補
償
で
は
、

請
求
件
数
（
二
〇
〇
一
年
度
二
六
五
件
か
ら

二
〇
〇
六
年
度
八
一
九
件
へ
）、
認
定
件
数

（
〇
一
年
度
七
〇
件
か
ら
〇
六
年
度
二
〇
五

件
へ
）
と
も
に
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

６
． 

大
き
な
個
人
差

図
６
に
筆
者
ら
が
行
っ
た
疲
労
調
査
の
結

果
（
３
）
を
示
し
た
。
月
時
間
外
労
働
時
間

が
増
加
す
る
と
、
疲
労
自
覚
症
状
「
非
常
に

高
い
」
人
の
割
合
が
増
加
し
、
疲
労
自
覚
症

状
「
低
い
」
人
の
割
合
は
減
少
し
て
い
た
。

し
か
し
、
月
時
間
外
労
働
八
〇
時
間
超
の
群

で
も
、
三
〇
％
の
人
は
疲
労
自
覚
症
状
「
低

い
」
で
あ
り
、
二
五
％
の
人
は
疲
労
自
覚
症

状
「
高
い
」
で
あ
っ
た
。
逆
に
、
月
時
間
外

労
働
四
五
時
間
以
内
の
群
で
も
、
疲
労
自
覚

症
状
「
非
常
に
高
い
」
人
が
一
二
％
存
在
し

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
長
さ
の
時
間

外
労
働
で
も
、
あ
る
人
は
疲
労
し
、
他
の
あ

る
人
は
疲
労
せ
ず
に
元
気
に
働
い
て
い
る
と

い
っ
た
状
況
は
我
々
の
周
囲
に
よ
く
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

長
時
間
労
働
の
健
康
影
響
に
は
、
大
き
な

個
人
差
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
個
人
差

は
広
義
の
意
味
で
使
用
し
、
個
別
ケ
ー
ス
の

差
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
。
長
時
間

労
働
の
健
康
影
響
の
個
人
差
を
も
た
ら
す
要

因
は
大
き
く
４
つ
に
分
類
で
き
る
。
①
作
業

強
度
、
②
実
際
に
取
っ
た
睡
眠
・
休
養
時
間
、

③
負
荷
耐
性
（
年
齢
、
体
力
等
）、
④
疾
患

の
危
険
因
子
で
あ
る
。
作
業
強
度
の
強
い
仕

事
で
は
、
同
じ
時
間
働
い
て
も
、
作
業
強
度

の
弱
い
仕
事
よ
り
疲
れ
る
。
同
じ
労
働
時
間

で
も
、
家
事
時
間
が
長
け
れ
ば
、
睡
眠
・

休
養
時
間
が
よ
り
短
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
体
力
が
な
け
れ
ば
、
同
じ
労
働
時
間
で

も
疲
れ
は
大
き
い
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
の

脳
・
心
臓
疾
患
の
危
険
因
子
を
持
っ
て
い
れ

ば
、
脳
・
心
臓
疾
患
は
発
症
し
や
す
く
な
る
。

こ
の
よ
う
に
長
時
間
労
働
の
健
康
影
響
に
は
、

大
き
な
個
人
差
が
あ
り
、
健
康
に
働
け
る
労

働
時
間
は
個
人
に
よ
り
異
な
る
と
推
測
で
き

る
。
こ
の
こ
と
は
、
長
時
間
労
働
者
の
健
康

管
理
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

７
． 
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康

 
障
害
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

現
状
で
は
、
一
日
二
時
間
、
週
一
〇
時
間
、

月
四
〇
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
で
健
康
影

響
が
明
確
に
な
り
、
一
日
四
時
間
、
週
二
〇

時
間
、
月
八
〇
時
間
以
上
の
時
間
外
労
働
で

大
き
な
健
康
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
影
響
は
、

作
業
の
強
度
や
労
働
者
の
健
康
状
態
、
生
活

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
、
個
人
差
が
大

き
い
。
個
々
の
労
働
者
の
健
康
、
生
活
に
適

し
た
労
働
時
間
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
働
く
人
も
職
場
の
管
理
者
も
、
労
働

時
間
が
労
働
者
の
健
康
、
生
活
に
合
っ
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
討
し
、
労
働
時
間

を
適
切
な
も
の
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

脳
・
心
臓
疾
患
や
う
つ
病
の
よ
う
な
重
篤

な
疾
患
の
発
症
は
、
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
疲
労
、
体
調
不

良
、
精
神
的
不
調
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
と
い
う

よ
う
な
身
近
な
健
康
・
安
全
問
題
の
段
階
で

過
重
労
働
を
改
善
す
る
の
が
最
良
の
予
防
対

策
で
あ
ろ
う
。
疲
れ
た
状
態
、
あ
る
い
は
体

調
不
良
の
状
態
で
は
、
仕
事
の
能
率
も
低
下

し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
仕
事
で
成

果
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
身
近
な
健
康
・
安

全
問
題
を
指
標
に
し
て
労
働
時
間
等
（
労
働

時
間
及
び
そ
の
他
の
勤
務
状
況
）
を
検
討
し
、

そ
れ
ら
が
不
適
切
な
ら
改
善
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
労
働
者
の
疲

労
と
勤
務
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
「
労
働
者
の
疲
労
蓄
積
度
自
己
診
断
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
労
働
者
自
身
の
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
に
も
、
職
場
環
境
の
チ
ェ
ッ
ク

に
も
活
用
可
能
で
あ
る
。

近
年
、
厚
生
労
働
省
は
、「
過
重
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
総
合
対
策
」

や
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に
お
け
る
「
長

時
間
労
働
者
へ
の
医
師
の
面
接
指
導
」
な
ど
、

長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め

の
制
度
を
整
備
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
制
度

が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者
及

び
使
用
者
が
長
時
間
労
働
の
健
康
・
安
全
・

生
活
リ
ス
ク
を
自
ら
評
価
し
、
理
解
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

* * Sasaki T, Iwasaki K, et al. (2007) Industrial Health 45, 237-246.
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〔
注
〕

１ 
．
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、「
や

や
不
調
で
あ
る
」ま
た
は「
非
常
に
不
調
で
あ

る
」と
回
答
し
た
人
を
心
身
の
不
調
を
訴
え

る
労
働
者
と
し
た
。

２ 

．
下
記
論
文p949

の
表
５
の
中
の
デ
ー
タ

よ
り
作
図
し
た
。
論
文
で
は
、
一
〇
項
目
の

健
康
・
生
活
指
標
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
：

G
rosch JW

, et al. (2006) A
m
 J Ind 

M
ed 49, 943-952.

３ 

．
下
記
論
文p242

の
表
４
の
中
の
１
回

目
調
査
結
果
よ
り
作
図
し
た
：S

asaki T, 
Iw
asaki K

, et al. (2007) Industrial 
H
ealth 45, 237-246.
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